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(57)【要約】
【課題】様々な照明環境の下に使用される内視鏡装置に
おいて、カラー観察画像の色の見え方を統一する。
【解決手段】内視鏡装置の表示装置５０の傍に、照明セ
ンサユニット６０が設けられる。内視鏡装置が始動する
と、照明センサユニット６０は、内視鏡装置設置場所の
照明ランプ７０から放射される照明光の色温度を検出す
る。そして、システムコントロール回路３０は、送られ
てくる色温度データに基づいて照明光の特性を判別し、
画像信号処理回路２２によるマトリクス演算で用いられ
るマトリクス係数を調整する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラーフィルタを配設させた撮像素子から読み出される画素信号に基づいて、カラー観
察画像を生成する画像信号処理部と、
　カラー観察画像が表示される表示装置の表示画面周囲に設けられ、表示画面を照明する
照明光の特性を検出する照明光検出部と、
　検出された照明光の特性に基づいて前記画像信号処理部を制御し、カラー観察画像の色
合いを調整する制御部と
　を備えたことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記画像信号処理部が、読み出された画素信号に基づいて色変換処理を施し、
　前記制御部が、色変換処理に用いられる係数を照明光の特性に応じた係数に設定するこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記画像信号処理部が、前記撮像素子から読み出される画素信号を、マトリクス演算に
よって原色のカラー画像信号を生成し、
　前記制御部が、検出された照明光の特性に応じたマトリクス係数を設定することを特徴
とする請求項１乃至２のいずれかに記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記制御部が、暖色系の照明光の場合、青色（Ｂ）に応じた画像信号成分が赤色（Ｒ）
に応じた画像信号成分よりも強調されるように、マトリクス係数を設定することを特徴と
する請求項３に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記制御部が、寒色系の照明光の場合、赤色（Ｒ）に応じた画像信号成分が青色（Ｂ）
に応じた画像信号成分よりも強調されるように、マトリクス係数を設定することを特徴と
する請求項３に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記照明光検出部が、受光部を有し、
　前記受光部の入射方向が、前記表示装置の表示画面垂直方向に沿っていることを特徴と
する請求項１乃至６のいずれかに記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記照明光検出部が、表示画面を挟んで対向配置される少なくとも１対の照明センサを
有することを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の内視鏡装置。
【請求項８】
　前記照明光検出部が、照明光の色温度を検出することを特徴とする請求項１乃至７のい
ずれかに記載の内視鏡装置。
【請求項９】
　カラー観察画像が表示される表示装置の表示画面周囲に設けられた照明光センサ部によ
って検知される、表示画面を照明する照明光の特性に基づいて、カラーフィルタを配設さ
せた撮像素子から読み出される画素信号に基づいてカラー観察画像を生成する画像信号処
理部を制御し、カラー観察画像の色合いを調整する制御部を備えたことを特徴とする内視
鏡用色調整装置。
【請求項１０】
　制御部が、カラー観察画像が表示される表示装置の表示画面周囲に設けられた照明光セ
ンサ部によって検知される、表示画面を照明する照明光の特性に基づいて、カラーフィル
タを配設させた撮像素子から読み出される画素信号に基づいてカラー観察画像を生成する
画像信号処理部を制御し、カラー観察画像の色合いを調整することを特徴とする内視鏡装
置の作動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、器官などの観察対象を撮像して処置等を行う内視鏡装置に関し、特に、観察
画像の色調整に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡装置では、ビデオスコープの先端部にＣＭＯＳセンサ、ＣＣＤなどの撮像素
子（イメージセンサ）が設けられており、イメージセンサから読み出される画素信号に基
づいて画像信号を生成し、被写体像をモニタに表示する。画像処理に関しては、読み出さ
れた画素信号に対し、ホワイトバランス調整とともに色変換処理が施される。これにより
、Ｒ、Ｇ、Ｂのカラー画像信号が生成される。
【０００３】
　ところで、モニタに表示される観察画像の色合いは、モニタ設置場所の照明環境によっ
て変化する。これは、内視鏡作業中において患部診断に影響を及ぼす恐れがあり、照明環
境に関係なく適切な色再現性を実現する必要がある。
【０００４】
　例えば、ネットワークで画像データが相互通信される画像システムの場合、撮影場所の
照明情報をデータとして記録し、他のコンピュータへ送信する。そして、画像データを受
けたコンピュータによって画像を表示するとき、記録した照明情報に基づいてそのコンピ
ュータ設置場所の光源を調整し、色再現性を揃える（特許文献１参照）。
【０００５】
　あるいは、内視鏡装置において、モニタ画面上で部分的に表示される観察画像を囲むブ
ラック領域の画像、すなわちマスク画像の輝度を調整することにより、観察画像の色の見
えを統一する（特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１０－２３９４９８号公報
【特許文献２】特開２０１１－２１２１５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　観察画像の色の見え方を調整する場合、医師などのオペレータが照明光の情報などを直
接入力操作する必要があり、煩雑な作業を伴う。また、照明光の情報に関して適切でない
入力操作が行われることによって、色再現性が相違してしまう。これは、医師等が患部を
診断するときに影響をおよぼす。
【０００８】
　したがって、照明環境に応じて、観察画像を適切な色合いで確実に表示することが求め
られる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の内視鏡装置は、カラーフィルタを配設させた撮像素子から読み出される画素信
号に基づいて、カラー観察画像を生成する画像信号処理部と、カラー観察画像が表示され
る表示装置の表示画面周囲に設けられ、表示画面を照明する照明光の特性を検出する照明
光検出部と、検出された照明光の特性に基づいて画像信号処理部を制御し、カラー観察画
像の色合いを調整する制御部とを備える。
【００１０】
　照明光検出部が表示画面へ照射する照明光の特性を検知すると、制御部は、それを受信
することによって画像信号処理部を制御する。画像信号処理部では、カラー観察画像の生
成処理の過程で照明光に基づいた色あいの調整、補正処理が行われる。
【００１１】
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　ここで、カラー観察画像の色合い調整（色調整）には、Ｒ、Ｇ、Ｂなど特定の色成分の
補正、各色成分の相対的な画像信号レベルの大きさの調整など、マトリクスなどを用いた
色変換処理など、観察画像を生成する過程で実行可能な色に関する様々な処理が含まれる
。画像信号処理部が、読み出された画素信号に基づいて色変換処理を施す構成とした場合
、制御部は、色変換処理に用いられる係数を照明光の特性に応じた係数に設定することが
できる。
【００１２】
　画像信号処理部が、撮像素子から読み出される画素信号を、マトリクス演算によって原
色のカラー画像信号を生成する場合、制御部が、検出された照明光の特性に応じたマトリ
クス係数を設定することが可能である。例えば、複数のマトリクスを用意してその中から
照明光の特性に適したマトリクスが設定される。
【００１３】
　使用するマトリクス係数の値については、様々である。制御部は、暖色系の照明光の場
合、青色（Ｂ）に応じた画像信号成分が赤色（Ｒ）に応じた画像信号成分よりも強調され
るように、マトリクス係数を設定する。あるいは、制御部は、寒色系の照明光の場合、赤
色（Ｒ）に応じた画像信号成分が青色（Ｂ）に応じた画像信号成分よりも強調されるよう
に、マトリクス係数を設定する。
【００１４】
　照明光検出部は、その受光部の入射方向が表示装置の表示画面垂直方向に沿うように、
表示装置周囲に配置するのがよい。また、画面全体に対する照明光を偏りなく検知するこ
とを考慮すれば、照明光検出部を、表示画面を挟んで対向配置される少なくとも１対の照
明センサによって構成することが可能である。
【００１５】
　照明光検出部は、照明光の色温度を検出してもよい。例えば、マトリクスを選択する場
合、色温度の範囲を分割し、複数のマトリクスを分割領域に対応させることができる。
【００１６】
　本発明の他の態様における内視鏡用色調整装置は、カラー観察画像が表示される表示装
置の表示画面周囲に設けられた照明光センサ部によって検知される、表示画面を照明する
照明光の特性に基づいて、カラーフィルタを配設させた撮像素子から読み出される画素信
号に基づいてカラー観察画像を生成する画像信号処理部を制御し、カラー観察画像の色合
いを調整する制御部を備える。
【００１７】
　本発明の他の態様における内視鏡装置の作動方法は、制御部が、カラー観察画像が表示
される表示装置の表示画面周囲に設けられた照明光センサ部によって検知される、表示画
面を照明する照明光の特性に基づいて、カラーフィルタを配設させた撮像素子から読み出
される画素信号に基づいてカラー観察画像を生成する画像信号処理部を制御し、カラー観
察画像の色合いを調整する。
【発明の効果】
【００１８】
　このように本発明によれば、様々な照明環境の下に使用される内視鏡装置において、カ
ラー観察画像の色の見え方が統一される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本実施形態である電子内視鏡装置のブロック図である。
【図２】表示装置および照明センサユニットを示した平面図である。
【図３】表示装置および照明センサユニットの側面図である。
【図４】色調整処理を示したフローチャートである。
【図５】色温度とマトリクス係数を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
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　以下では、図面を参照して本実施形態である電子内視鏡装置について説明する。
【００２１】
　図１は、本実施形態である電子内視鏡装置のブロック図である。図２は、表示装置およ
び照明センサユニットを示した平面図である。図３は、表示装置および照明センサユニッ
トの側面図である。
【００２２】
　電子内視鏡装置は、その挿入部分が体内へ挿入されるビデオスコープ１０と、プロセッ
サ２０とを備え、ビデオスコープ１０はプロセッサ２０に着脱自在に接続される。プロセ
ッサ２０には、キーボード４０、モニタ５０が接続されている。
【００２３】
　プロセッサ２０は、白色光を放射するランプ２６を備え、ランプ２６から放射された光
は、集光レンズ２８を介してビデオスコープ１０内に設けられたライトガイド１１に入射
する。ライトガイド１１に入射した光は、配光レンズ１２を介してスコープ１０の先端部
から射出し、被写体（観察部位）に照射される。
【００２４】
　被写体で反射した光は、スコープ先端部に設けられた対物レンズ１３によって結像し、
被写体像がイメージセンサ１４の受光面に形成される。ここでは、イメージセンサ１４と
してＣＣＤが用いられる。イメージセンサ１４の受光面上には、Ｃｙ、Ｙｅ、Ｇ、Ｍｇか
ら成る色フィルタ要素をモザイク状に配列させた補色フィルタ（図示せず）が配設されて
いる。
【００２５】
　イメージセンサ１４では、１フィールド／フレーム分の画像信号が所定の時間間隔で読
み出される。例えば、ＮＴＳＣ方式の場合、１フィールド分の画素信号が１／６０秒間隔
で読み出され、ＰＡＬ方式の場合、１／５０秒間隔で読み出される。読み出されたアナロ
グの画素信号は、初期回路１５において増幅処理等された後、プロセッサ２０へ送られる
。
【００２６】
　プロセッサ２０の画像信号処理回路２２では、アナログ画素信号に対し、デジタル化処
理、ホワイトバランス処理（ゲイン処理）、ガンマ補正処理、そして色変換処理などの信
号処理が施される。これにより、原色（Ｒ、Ｇ、Ｂ）のカラー画像信号が生成される。カ
ラー画像信号がモニタ５０に出力されることにより、カラー画像がモニタ５０に表示され
る。
【００２７】
　ＣＰＵ、ＲＯＭ等を含むシステムコントロール回路３０は、ランプ制御回路２４、絞り
駆動回路２９、フロントスイッチパネル３４などへ制御信号を出力し、プロセッサ２０全
体の動作を制御する。動作制御に関するプログラムは、あらかじめＲＯＭ３２に記憶され
ている。絞り２７は、ライトガイド１１の入射端と集光レンズ２８との間に配置されてお
り、開閉動作によって照明光量を増減させる。
【００２８】
　モニタ５０の傍には、照明センサユニット６０が設けられており、内視鏡設置場所に配
置された照明ランプ７０の照明光を検知する。照明センサユニット６０は、プロセッサ２
０のシステムコントロール回路３０と接続されている。
【００２９】
　図２に示すように、照明センサユニット６０は、４つの照明センサ６０Ａ～６０Ｄから
構成されており、各照明センサは色彩計などによって構成される。照明センサ６０Ａ、６
０Ｃ、照明センサ６０Ｂ、６０Ｄは、それぞれ、画面縦方向／画面横方向に沿って表示画
面ＳＣを挟んで対向配置されている。
【００３０】
　図３には、照明センサ６０Ａの配置方向が図示されている。照明センサ６０Ａは、表示
装置５０の縁に沿って配置されており、できるだけ画面ＳＣに近い位置に配置されている
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。また、照明センサ６０Ａの受光部６１は、画面の向く方向（画面垂直方向）と同じ方向
を向くように配置されている。他の照明センサ６０Ｂ～６０Ｄについても同じである。
【００３１】
　照明センサ６０Ａ～６０Ｄは、照明ランプ７０の照明光の特性、種類を検出する。ここ
では、色温度を検出する。システムコントロール回路３０は、照明センサ６０Ａ～６０Ｄ
から検出信号を受けると、その照明光の特性に応じて、画像信号処理回路２２における色
調整処理を制御する。以下、色調整について説明する。
【００３２】
　図４は、色調整処理を示したフローチャートである。図５は、色温度とマトリクス係数
を示した図である。電子内視鏡装置が電源ＯＮになると、色調整処理が開始される。
【００３３】
　本実施形態では、イメージセンサ１４のカラー撮像方式として、画素混合読み出し方式
が適用されている。すなわち、センサアレイ垂直方向に沿って隣接する２画素を混合して
読み出すように構成されており、第１フィールド、次の第２フィールドで読み出す隣接画
素を交互にシフトさせながら、画素信号を読み出す。
【００３４】
　上述したように、イメージセンサ１４の受光面上には、Ｃｙ、Ｍｇ、Ｙｅ、Ｇの色要素
を市松状に配列させた補色フィルタが設けられている。第１フィールドの隣接するライン
（Ｎ１ライン）で読み出される画素信号は、Ｍｇ＋Ｙｅ（＝２Ｒ＋Ｇ＋Ｂ＝Ｗｒ）、Ｇ＋
ＣＹ（＝２Ｇ＋Ｂ＝Ｇｂ）として読み出され、第２フィールドの隣接するライン（Ｎ２ラ
イン）で読み出される画素信号は、Ｍｇ＋Ｃｙ（＝Ｒ＋Ｇ＋２Ｂ＝Ｗｂ）、Ｇ＋Ｙｅ（＝
Ｒ＋２Ｇ＝Ｇｒ）として読み出される。
【００３５】
　そして、画像信号処理回路２２では、以下の式で表されるマトリクス演算によってＲ、
Ｇ、Ｂのカラー画像信号が生成される。
【００３６】
【数１】

【００３７】
　本実施形態では、表示画面を照射する照明光のスペクトル分布特性を検出し、それに基
づいて色調整を行う。具体的には、照明環境によって観察画像の色の見え方が相違しない
ように、マトリクス演算に使用されるマトリクス、すなわちマトリクス係数が設定される
。マトリクス間でマトリクス係数の値がそれぞれ異なる複数のマトリクスＭｊ（Ｊ＝１～
Ｎ）が、ＲＯＭ３２にあらかじめ記憶されている。そして、設置場所の照明光に応じたマ
トリクスのデータが読み出される。
【００３８】
　例えば、暖色系の照明光の場合、マトリクス係数Ｋｒ１～Ｋｒ４の値がマトリクス係数
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Ｋｂ１～Ｋｂ４に比べて小さい値をもつマトリクスが選択される。これによって、画像信
号のＢ成分が強調される。
【００３９】
　一方、寒色系の照明光の場合、マトリクス係数Ｋｂ１～Ｋｂ４の値がマトリクス係数Ｋ
ｒ１～Ｋｒ４に比べて小さい値をもつマトリクスが選択される。これにより、画像信号の
Ｒ成分が強調される。このような色調整、色修正／補正により、照明光の種類に関係なく
、観察画像の色の見え方が統一される。
【００４０】
　色調整処理が実行開始されると、図４のステップＳ１０１において、照明センサユニッ
ト６０によって検出される色温度のデータが受信される。ここでは、４つの照明センサ６
０Ａ～６０Ｄによってそれぞれ検知された色温度の平均値が代表値として算出される。
【００４１】
　図５に示すように、色温度のとりうる範囲全体が分割されており、Ｎ個のマトリクスＭ
ｊと１対１で対応付けられている。マトリクスＭｊは、その対応する区画の色温度範囲、
すなわち照明特性に最も適切なマトリクス係数によって構成される。
【００４２】
　ステップＳ１０２では、内視鏡装置の電源ＯＮと同時に読み出された一連のマトリクス
データの中から、検出された色温度の属する区画に応じたマトリクスが選択される。マト
リクス選択の演算処理としては、例えば、Ｎ個のマトリクスＭｊを小さい順に抽出し、検
出された色温度が、抽出したマトリクスに対応する区画の色温度最小値と最大値との間に
属するか否かを判断する。そして、その最大値最小値の範囲に収まる区画のマトリクスを
選択する。区画選択されたマトリクスデータに基づき、画像信号処理回路２２のマトリク
ス演算処理部が制御される。これにより、画像信号処理回路２２では、選択設定されたマ
トリクスデータに基づくマトリクス演算が行われる。
【００４３】
　このように本実施形態によれば、内視鏡装置の表示装置５０の傍に、照明センサ６０Ａ
～６０Ｄから構成される照明センサユニット６０が設けられる。内視鏡装置が始動すると
、照明センサユニット６０は、内視鏡装置設置場所の照明ランプ７０から放射される照明
光の色温度を検出する。そして、システムコントロール回路３０は、送られてくる色温度
データに基づいて照明光の特性を判別し、画像信号処理回路２２によるマトリクス演算で
用いられるマトリクス係数を調整する。
【００４４】
　照明光のスペクトル分布特性を自動的に検出し、それに基づいたカラー画像信号生成処
理を実行することにより、確実に適切な色調整が行われる。これにより、モニタに表示さ
れるカラー観察画像の色の見え方が、照明光によらずに統一される。また、Ｒ、Ｇ、Ｂの
カラー画像信号生成時において色調整を行うため、照明光による影響を防ぐ目的で専用の
色補正処理部を設ける必要なく、色調整を行うことができる。
【００４５】
　照明光の特性として色温度を検出することにより、マトリクスと照明光との対応関係を
容易に対応付けることが可能であり、特に、色温度の範囲に合わせて複数のマトリクスを
用意し、色温度とマトリクスとの１対１の対応関係に基づいて適切なマトリクス係数を設
定することができる。
【００４６】
　照明センサがモニタ傍に配置されることにより、観察者が視認するカラー観察画像の色
の見え方に影響を与えている照明光の特性を、確実に検知することができる。特に、受光
部が画面垂直方向を向くことにより、観察者の視線方向に沿った照明光のスペクトル分布
特性を検知することが可能となる。さらに、表示画面を挟んで対称的に対向配置させるこ
とにより、モニタの画面全体の照明光の特性を検知することが可能であり、偏った検出を
防ぐことができる。
【００４７】
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　照明光についは、色温度以外によってスペクトル分布特性などを検知してもよく、表示
装置周囲に設置可能な照明センサであればよい。また、マトリクス演算処理以外の色調整
に関する処理（ホワイトバランス調整）において行ってもよい。
【符号の説明】
【００４８】
　１０　ビデオスコープ
　１４　イメージセンサ（撮像素子）
　２２　画像信号処理回路
　３０　システムコントロール回路（照明光検出部、制御部）
　５０　モニタ（表示装置）
　６０　照明センサユニット

【図１】 【図２】

【図３】
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